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あらまし：本研究では，視聴者に適応した教材配信デジタルサイネージ（Adaptive Niche-Learning：ANL）

を開発している．ANL システムは視聴者（学生）の興味を推定し，興味に応じた教材配信を通じて視聴

出逢いを演出する．著者らはこの演出をより効果的にするために，教材配信とともに，ANL システム前

にいる視聴者の（公開可能な）個人情報を提示する視聴者アウェアネス機能を実装している．視聴者アウ

ェアネスアプリは出逢いの誘発を促進するために，視聴者アウェアネス機能の問題点であるプライバシー

問題に配慮し，アプリ利用者だけがスマートフォン上で視聴者情報を共有できるようにしている．  
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1. はじめに 

ICT（Information and Communication Technology）

の発展により学習が多様化する中，著者らはデジタ

ルサイネージ（以下，DSと略す）に着目し，大学内

で DS を通じて学習教材（ビデオやスライドショー

等）を配信する Niche-Learningに取り組んできた(1)．

Niche-Learning には，休憩スペースなどの共有空間

において複数の学生がともに教材を視聴する，とい

う学習機会を与えるねらいがある．しかし，一方的

な教材配信により，学生の教材視聴を促進すること

ができなかった．  

本研究では，視聴者（学生）の興味に基づいた教

材配信を実現するとともに，視聴者どうしの出逢い

を誘発する Adaptive Niche-Learning（以下，ANLと

略す）を開発している(2)(3)．ANL システムは，出逢

い誘発を効果的に演出するために，視聴者情報を表

示する視聴者アウェアネス機能を有している．しか

し，この機能は DS 前にいる不特定多数に対して情

報を発信するため，プライバシー問題が生じる．そ

こで，スマートフォンアプリに着目し，アプリユー

ザだけがスマートフォン上で視聴者情報を共有でき

る，限定的な情報表示を実現する． 

 

2. ANLシステム 

2.1 視聴者の検知と視聴データの蓄積 

ANL システムは，DS 前の学生を検知するために

RFID（Radio Frequency Identification）を導入する． 

ANL システムは，RFID タグを持つ学生が DS 前

（RFIDリーダの通信可能範囲）に進入すると，視聴

者としてタグ内の ID データを取得し，ネットワー

クを通じてサーバ上に視聴データ（学生 ID，配信中

の教材 ID，現在時刻など）を蓄積する． 

 
図 1 ANLシステムによる出逢いの誘発 

 

2.2 推定興味の基づく教材配信 

ANL システムは，「学生は興味のある教材を積極

的に視聴し，それに伴って視聴時間が長くなる」と

いう仮説のもと，視聴データから興味を推定する．

つまり，最も視聴時間の長い教材に興味を持つと推

定し，推定興味に基づく教材配信により出逢いを誘

発する．例えば，DS前にいる複数の視聴者の推定興

味がもっとも共通する教材を配信する（図 1）．  

 

3. 視聴者アウェアネス機能 

視聴者アウェアネス機能は，DS 前にいる視聴者

（学生）の情報を DS に表示することで，共通の興

味をもつ視聴者に会話のきっかけを与える（図 2）．

DS のディスプレイ画面は教材配信エリアと視聴者

情報表示エリアに分割される（図 3）．教材配信エリ

アでは，従来同様，推定興味に基づいた教材配信を

行う．視聴者情報表示エリアでは，DS前にいる視聴

者のポートレイト画像，名前，所属，推定興味など

をリアルタイムに表示する． 

この機能により，視聴者は教材を視聴しながら視

聴者情報を閲覧し，個人を特定できる．視聴者がお

互いを認識することで，出逢いの誘発が促進される． 
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図 2 視聴者アウェアネス機能による出逢いの誘発 

 
図 3 視聴者アウェアネス機能の DS画面 

 

4. 視聴者アウェアネスアプリ 

RFIDを採用している ANLシステムでは，視聴者

が RFID タグを持ち歩く必要があり，視聴者情報が

DSに表示されるためプライバシー問題（不特定多数

への視聴者情報の表示）も発生する．そこで，RFID

を採用せず，視聴者情報を DS に表示しない視聴者

アウェアネス機能が必要となった．本研究では，ス

マートフォンアプリに着目し，視聴者アウェアネス

アプリ（以下，VAAと略す）を試作している． 

4.1 機能概要 

VAA は，DS 前に設置された Wi-Fi エリア内にい

る視聴者を検知し，スマートフォン上に視聴者情報

を表示する（図 4）．スマートフォンの画面サイズを

考慮し，視聴者情報はソーティングを経て表示され

る．具体的には，現在配信中の教材をより長い時間

視聴している視聴者が上位にソートされる．VAAユ

ーザは自身の情報を他の VAA ユーザと共有可能か

（他の VAA へ情報を表示するかどうか）を設定す

ることができる．したがって，視聴者情報は VAA

ユーザのみ閲覧可能となり，DS前にいる不特定多数

が視聴者情報を閲覧できなくなる．つまり，VAAユ

ーザだけに対して，出逢いの誘発が促進される． 

VAAは，詳細な視聴者情報として，視聴履歴（過

去の視聴教材や視聴時間）を表示する（図 5）．視聴

者はこれらの情報から，お互いの興味や視聴傾向を

把握することができ，より確実な会話のきっかけを

得ることにつながる．例えば，配信中の教材の内容

を理解できない視聴者は，その教材を過去に長時間

視聴した視聴者に話しかけることで，助言を得られ

るかもしれない． 

 
図 4 視聴者アウェアネスアプリの視聴者情報表示 

 

図 5詳細な視聴者情報表示 

 

4.2 関連研究 

携帯情報端末と連携する DS システムはこれまで

にも開発されている．例えば，携帯電話を操作して

DS のクイズ教材に回答するシステム(4)，DS の配信

教材に付加された QR コードをタブレットで読み取

り後日同じ教材を閲覧できるシステム(5)などがある． 

VAA は，DS 前にいる視聴者の情報閲覧に特化して

いる点で上記のシステムとは異なる． 

 

5. おわりに 

本稿では，DS前の視聴者（学生）の出会いの誘発

を促進する視聴者アウェアネスアプリ（スマートフ

ォンアプリ）を述べた．このアプリは現在，試作段

階である．今後は，視聴者間コミュニケーション（チ

ャット）機能，配信教材を視聴しながら問題に解答

できるスタディ機能などの実装も含めてアプリを完

成させ，実証実験を実施する予定である． 
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